
学校支援 
活動の紹介 

本事業開始から５年目を迎えた、北地
区の奥内小学校の活動を紹介します。 
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発行：青森市教育委員会事務局文化学習活動推進課 

〒030-0801 青森市新町1丁目3-7 

TEL：017-718-1376 FAX：017-718-1371 

E-mail：bunkagakushu@city.aomori.aomori.jp 

学校支援ボランティア通信 

 

広げよう！広がろう！学校の応援団 
 

子どもの感想(切り絵)  
 

紙を切ってから
好きな色を塗るの
が楽しいです。 
(女子児童) 
  

先生の感想(大水直子先生) 
 

◆4～6 年生クラブ活動  
 

◆2～4 年生 生活科と総合的な学習の時間  
 

奥内小学校のクラブ活動には、地域の方
に講師として来ていただいているクラブも
あります。文化的な活動や物づくり活動で
は、これまでに、「切り絵」「生け花」「お茶」
「けん玉」等を行ってきました。 
子どもたちに交じって、担当の先生方も

一緒に活動しています。 
 

細かい所が出来た
とき達成感があっ
て、ヤッター!と思い
ました。(男子児童) 

 

ゲストティーチャーとの学習は教師だけ
ではできない専門的なことも学べ、子どもた
ちの経験が広がります。また、人に対するマ
ナー等も実践的に身につくと感じています。 

 

「花育生け花」教室を行いました。体験を通
して、優しい心を育むことが目的です。奥内町
会で育てた花を使って、生け花をしたり、近く
の農業振興センターの職員による花の育て方
を教わったりしました。華道の講師、卸売市場
の方の協力も得ての、地域コラボ活動でした。 

 
子どもの感想  
 
初めてやったので

難しかったけど「才能
あり。」と言われて嬉
しかったです。 

(男子児童) 
 

本校には、地域の方々が関わって下さる
活動がたくさんあり、子どもたちの豊富な
経験や地域との触れ合いを深めています。 
例えば、「畑づくり」「地引き網体験」「花

壇づくり」「クラブ活動」などがありますが、
「ホンモノ体験」をモットーとする本校の
教育活動を支えてくれています。 
吉田秀子コーディネーターが多方面にお

いてコンタクトを取ってくれるのでとても
ありがたいです。また、協力して下さる地域
の方々にも感謝の気持ちでいっぱいです。 

校長の松浦清晴先生へ 
お聞きしました 
～子どもたちのために役立ってい

ることは何ですか～ 

【茶道の体験】 【切り絵の体験】 

コーディネーターの吉田さん
は、活動の色々な情報を、直接
先生方に提供するようにしてい
るそうです。  

 



  

  

 

学校支援コーディネーター研修会 
令和元年 7 月 17 日(木) 

沖館市民センター 

10：00～11：30 

 
 学校支援地域本部事業が青森市全部の小・中学校で実施することになってから初めての研

修会を行いました。参加者は 24 名でしたが、今回は初任の学校支援コーディネーターさん

がたくさん参加してくださいました。グループトークでは、一つの話題を中心に、自分の課

題を話したり、人の実践を聞いたりと時間が経つのも忘れ、活発な意見交換をしました。 

 

 

1. 人や地域のつながり 

2. ボランティアを増やす方法 

3. 学校のクラブ化のあり方 

4. 顔を知ってもらうための工夫 

５ .学校との意思疎通 

 

 

1. 学校支援コーディネーターの役目 

2. 学校としてのメリット 

3. 地域としてのメリット  

4. 学校のニーズをどう把握するか 

５. ボランティアを集める工夫 

6. コーディネーター活動事例 

7. 先生の一日 

 

仕事の進め方ミニ講座の内容 

 

グループでの主な話題 

 

研修当日は、浦町地区のＣＳ
※

ディレクターの

工藤知久子さん、三内地区のＣＳディレクター

の小泉百合子さんにも特別に参加いただき、課

題解決に向けたヒントをお話くださいました。 

 

 学校支援ボランティア 

を増やす工夫の一つとし

て、現役の PTA 会員のみ

ならず、卒業生の保護者

とのつながりや他校のコ

ーディネーターとの協力 

もあると思います。 

小泉百合子さん 

 地域とのつながりも大

事で、町会の行事に参加

したり、町会長や民生委

員との意思疎通を図り、 

困っていることを何でも

発信できるような関係づ

くりも大切です。 

工藤知久子さん 

※ＣＳ(コミュニティー・スクール)ディレクターとは、中学校区の複数の学校と地域をつなぐ地域の核とな 

る人材です。本市は今年度より、4 地区に導入されており、各地区に 1 名ずつＣＳディレクターが委嘱され

ています。 

学校支援ボランティアをやってみませんか？ 

学校のニーズによって、コーディネータ

ーとしての活動の仕方が違います。活動

について、個々の相談に応じますので、

気軽にご連絡ください。 

718-1376 生涯学習推進員 

学校支援ボランティアはどなたでもできます。子どもたちの安全見守り活動、教育活動

への協力、環境整備など多岐に渡ります。学区の学校や近隣の学校のためのボランティア

に興味のある方は是非ご連絡ください。 017-718-1376 文化学習活動推進課 


